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◆	研究概要等 
 専⾨は認知⼼理学です。認知⼼理学は，広く
⼈間の知的⾏動を⽀える仕組みを明らかにす
る⼼理学の⼀領域ですが，ここで⾔う「知的」
とは⼀般的な意味合いでの賢さとか要領の良
さなどを指すのではなく，私たちが普段の⽇常
⽣活の中で当たり前に⾏っている種々の⾏動
のことです。私たちは⽇常⽣活において常に状
況に応じた適切な⾏動をとることができます
が，それは過去に経験した出来事を知識として
取り込み，その知識を適切に利⽤することがで
きるからです。こうした環境への適応的⾏動が
獲得されていくプロセスがどのようにすれば
効率化できるのかということが，研究の根本に
ある問題意識であり，記憶や学習，注意の働き
などの⾼次認知機能の側⾯から研究していま
す。 
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■	研究テーマ等 
1. 反復経験に伴う⽂脈的知識の獲得と適

応的⾏動の制御に関する研究 
 私たちの⽣活環境は千差万別であり，⾮常に
複雑です。それでも私たちは何の苦労を⾃覚す
ることもなく，適応的な⾏動を取ることができ
ます。⼀⾒当たり前のように感じるかもしれま
せんが，実は，私たち⼈間は⽣活環境に内在す
る規則性や関係性（物の配置や組み合わせ）を
知識として獲得し，巧みにその情報を⽤いるこ
とができるからこそ，適切な⾏動を瞬時に起こ
すことができるとされています。この規則性や
関係性のことを⽂脈と呼んでおり，適応的⾏動
の基盤として⽂脈の潜在学習の重要性が指摘
されています。潜在学習とは，学習意図を伴わ
ない偶発的な学習のことであり，広くスキルの

獲得過程はこの潜在学習によって説明するこ
とができます。⽂脈の潜在学習の諸相を⼼理実
験によって明らかにしつつ，効率的な技能習得
のための訓練⼿法の開発などの応⽤可能性を
模索しています。 
 
2. 潜在/顕在的知識の付与による⾏動選択

の揺れと安定性に関する研究 
 私たちは⽇々様々な意思決定・判断を求めら
れますが，その多くは不確定要素を含むもので
あるため，何がベストであるかの確信を持って
判断することはできません。通常は，⾃分⾃⾝
の経験や何となくの思い込みに従うか，他者か
らのアドバイスに頼るかによることになりま
す。実際，私たちの意思決定判断（⾏動選択）
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は，⾃分⾃⾝の内的状態や周囲の状況によって
揺れが⽣じるものですが，この⾏動選択の揺れ
や安定性において，潜在的知識（経験を通じて
培われた，⾔葉で明⽰的に⾔い表せないものの，

⼀定の妥当性をもつ知識）や顕在的知識（外的
に明⽰的に⽰される知識）がどのような影響を
与えるのかについて検討しています。 
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▲	趣味等 
 わたくしは，趣味らしい趣味は持っていませんが，ドライブは好きです。出⾝が関東なので，ま
だまだあちこちに⾞で出かけては楽しんでいます。その他，船舶免許を持っているので，プレジャ
ーボート，マリンジェットには興味があります。所有しているわけではないので，なかなか遊ぶ機
会はありませんが。 
 
◆	ゼミの宣伝等 
 わたくしのゼミでは，認知⼼理学およびその周辺領域において，広く⼈間の「知」に関わる問題
をテーマとして研究指導をしております。研究は実験という⼼理学の基本的⽅法が主になります。
認知⼼理学にまったく興味がない，実験だけはやりたくない，という気持ちが強い⽅には合わない
かもしれませんが，例えば，臨床志望であっても学部ではしっかりと基礎⼼理学を⾝につけたいと
いうモチベーションさえあれば，きっと充実した⽇々を送ることができると思っています。ゼミの
学⽣と酒を飲みながらあれこれ話をするのが好きですので，不定期にそういう場を設けています。
また，夏休み中のゼミ合宿も恒例⾏事としていきたいと思っています。 


